
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種別 受験者数 合格者数

介護福祉士 0 18 14

人 社会福祉主事任用資格 0 10 10
人 0 0 0 0

0 0 0 0
0

％
■卒業者に占める就職者の割合

（令和 4

1 名 5%

ＹＭＣＡ健康福祉専門学校 昭和59年12月20日 立花　明美
〒243-0018
神奈川県厚木市中町4-16-19

（電話） 046-223-1441

（別紙様式４）

令和7年3月31日※１
（前回公表年月日：令和6年3月31日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人横浜ＹＭＣＡ 平成5年9月6日
理事長

水田　秀子

〒244-0816
神奈川県横浜市戸塚区上倉田町769-24

（電話）

教育・社会福祉 教育社会福祉専門課程 介護福祉科
平成7年文部省

告示7号
―

学科の目的
平和で公正な福祉社会の担い手となるために、福祉施設や企業との連携により整えた授業や実習を通して、実務に関する専門的かつ実践的な知識・技
術の習得し、国家資格を有した人材を養成する。

045-864-4990
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成26年3月31日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

0時間 0時間
単位時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

2 昼間
2347時間 1657時間 848時間 540時間

学期制度
■前期： 4月1日～9月30日
■後期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
出席状況、授業態度、試験結果を総合的に評価し、

80人 47人 29人 3人 23人 26人

長期休み

■学年始め：4月2日
■夏　　季：8月1日～8月31日
■冬　　季：12月28日～翌年1月5日
■学 年 末：3月22日～3月31日

卒業・進級
条件

（進級）
当該学年で修得すべきすべての科目について単位の修得
（卒業）
修得すべきすべての科目について単位の修得が認定特別
活動における成果が認定

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類
■個別相談・指導等の対応

■就職指導内容
校友会主催就職の実施。履歴書作成サポート、模擬面接の実
施。担任による個別支援。

■卒業者数 18
■就職希望者数 17

福祉施設等イベントボランティアなど
担任により定期的な連絡及び保護者
を含めた面談を実施する

■サークル活動： 有
■主な就職先、業界等（令和5年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等
福祉業界 （令和6年度卒業者に関する令和7年3月31日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③の
いずれかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得する
もの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 94%
■その他

年度卒業者に関する

■就職者数　　　　　　　： 17 人
■就職率　　　　　　　　　： 100

令和7年3月31日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■中途退学の主な理由

一身上の都合

就職等の
状況※２

当該学科の
ホームページ

ＵＲＬ
health.yokohamaymca.ac.jp/course/kaigo_fukushi/

■中退防止・中退者支援のための取組
出席不良者に対し早期に面談等を実施し、個別の支援を行う。成績不振者に対し個別の学習支援を行う。必要に応じて家庭との連携を図り生活支援を徹底する。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有・無
※有の場合、制度内容を記入
　特待生制度、横浜YMCA奨学金制度

■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象・非給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　有・無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）


